
開始時刻

〈気候・植生〉

13:00 201

13:20 202

13:40 203

14:00 S101 204

〔座長〕熊木洋太(専修大)

14:20 S102 13:10～13:35 205

14:40 206

S103 13:35～14:00

15:00 207

S104 14:00～14:25

15:20 208

〔休憩〕14:25～14:35

15:40 〔座長〕青木賢人(金沢大) 209

S105 14:35～15:00

16:00 210

S106 15:00～15:25

16:20 S107 15:25～15:50 211

16:40

〔座長〕

17:00

17:20

第1日目　10月24日（土）　午後

第　1　会　場 第　2　会　場

シンポジウム Ｉ（公開）

琉球列島における津波災害

日本地理学会災害対応委員会

井上知栄*・植田宏昭(筑波大)：IPCC-AR4マ
ルチモデルにおけるアジア・西部北太平洋域
の夏季モンスーン季節進行の再現性比較

植田宏昭*・大庭雅道(筑波大)ほか：広域モン
スーンの季節変化に内在する陸面・海洋
フィードバックの定量化

開始時刻　13:00

〔趣旨説明〕 13:00～13:10

河名俊男(元琉球大)：琉球列島における津波
災害―シンポジウムの趣旨説明

田中誠二*(日本大・院)・加藤央之(日本大)ほ

か：日本付近の11月における前線出現頻度と
気象場との関係

山本正昭(沖縄県立埋蔵文化財センター)：石
垣島白保嘉良嶽周辺の遺跡で確認された地震
と津波の痕跡―新石垣空港予定地内遺跡発掘
調査の成果概要

平野淳平*(首都大・特任研究員)・三上岳彦(帝

京大)：古日記天候記録から推定した1830年代
以降の冬季気温変動

西岡陽一*・竹内 仁(国際航業)ほか：数値シ
ミュレーションによる沖縄県沿岸域の津波浸
水予測

石坂雅昭(防災科研)：日本の積雪地域の気候
的地理的特徴と積雪深気候値の気温および降
水量依存性

宇根 寛*(国土交通大)・中埜貴元(国土地理院)

ほか：戦時中の米軍撮影空中写真が明らかに
した東南海地震津波被害と微地形の関係

立入 郁*(海洋研究開発機構)・篠田雅人(鳥取

大)：回帰木モデルを用いたモンゴルにおける
将来のゾドリスク評価

後藤和久(東北大)：現地調査と数値計算に基
づく津波石の移動解析と防災への応用

終了時刻　16:30

宮城豊彦*(東北学院大)・柳沢英明(東京電力)

ほか：2004年インド洋大津波とマングローブ
林域の破壊に関する定量的な評価例

吉田圭一郎*(横浜国大)・飯島慈裕(海洋研究開

発機構)：夏季乾燥期が小笠原固有樹種の生長
に与える影響

加藤央之*(日本大)・永野良紀(日本大・院)ほ
か：東アジア地域における地上気圧分布パ
ターンの客観分類

〔総合討論〕16:00～16:30

熊木洋太(専修大)・青木賢人(金沢大)・平井幸

弘(駒澤大)

咏 梅*(東北大・院)・境田清隆(東北大)：内モ
ンゴル中部、渾善达克沙地における植生量変
化とその気候学的解析

佐川正人(釧路高専)：北海道釧路市に出現す
る霧の特徴

河名俊男(元琉球大)：宮古・八重山諸島にお

ける歴史津波の襲来と津波災害―とくに1771

年明和津波，1667年地震津波，および1500年
頃の津波

遠藤伸彦*(海洋研究開発機構)・松本 淳(首都

大)：東南アジア地域における降水極値の長期
変化傾向



開始時刻

〈災害・地形〉 〈農業・農村〉

301 401 13:00

302 402 13:20

303 403 13:40

304 404 14:00

305 405 14:20

306 406 14:40

307 407 15:00

308 408 15:20

309 409 15:40

310 410 16:00

311 411 16:20

312 412 16:40

413 17:00

17:20

第1日目　10月24日（土）　午後

第　3　会　場 第　4　会　場

小野映介*(新潟大)・宮本真二(琵琶湖博物館)
ほか：完新世後半における津軽平野の地形環
境変遷

市川康夫*(筑波大・院)・吉田国光(筑波大・
院，学振特別研究員)ほか：印旛沼湖畔集落に
おける借地経営による大規模稲作の展開

安仁屋政武(筑波大・名誉教授)： 南米パタゴ
ニア氷原・ペリート・モレーノ氷河の小氷期
の前進

深瀬浩三(東京学芸大・院)：埼玉県児玉地域
における農協集出荷組織の再編と野菜産地の
存続

瀬戸真之*(立正大)・須江彬人(立正大・院)ほ
か：地表面の凍結・融解にともなう礫の移動
に関する実験

多田忠義(東北大・院)：福島県会津地域にお
ける森林組合の広域合併と事業多角化

小元久仁夫(日本大)：宮古島から採取した
ビーチロック試料の較正年代と後期完新世の
海水準変動

仁平尊明(筑波大)：大量・安価な食料供給と
農村空間の商品化―東北地方における水稲品
種の変化（商品化する日本の農村空間に関す
る調査報告9）

野本竜広(愛媛大・院)：海岸環境の保全活動
に関する地理学的研究―愛媛県沿岸地域を事
例として

伊藤史彦*・畠 周平(アジア航測)ほか：航空
レーザ計測データを用いた中国山地における
鉄穴流し跡地の地形解析

西野寿章(高崎経済大)：持続可能な発展のた
めの山村の地域政策（商品化する日本の農村
空間に関する調査報告11）

魚井夏子*(首都大・院)・村田智吉(環境研)ほ
か：土壌硬度プロファイルと化学性状に基づ
く都市土壌の類型化―北の丸公園を事例とし
て

篠原秀一(秋田大)：北海道羅臼・標津におけ
る村落空間の商品化―北東日本における商品
化村落空間の地域性（商品化する日本の農村
空間に関する調査報告12）

小玉芳敬*(鳥取大)・川内勇人(鳥取大・院)：
風紋の登坂降坂限界傾斜角

平井純子(駿河台大)：山村留学と地域活性化
―北海道斜里町峰浜地区を事例に

堤 浩之*・Noelynna T. RAMOS ( 京都大)ほ
か：隆起サンゴ礁が示すマニラ海溝・フィリ
ピン海溝の巨大地震発生履歴

田代雅彦(九州大・院)：条件不利地における
ツーリズム事業の成功とその要因―長崎県小
値賀町の事例

小暮哲也*・松倉公憲(筑波大)：八重山諸島・
黒島における海食崖の波浪性崩壊の分布から
みたサンゴ礁の津波の波高減衰効果

菊地俊夫*(首都大)・小原規宏(茨城大)：茨城
県北部金砂郷地域におけるそばのブランド化
とフードツーリズムの可能性

越後智雄*(地域地盤環境研究所)・小俣雅志(ア

イ・エヌ・エー)ほか：宮古島断層帯における
活断層調査

野田江里(首都大・院)：地域資源の観光利用
をめぐる主体間の相互関係とその持続性―奥
多摩むかしみちを事例として

林 奈津子(名古屋大・院)：静岡県太田川下流
低地における液状化発生地点の地形条件に関
する検討

畠山諒子(早稲田大・院)：都市近郊農村にお
けるクラインガルテンの維持メカニズム―茨
城県Y町クラインガルテンを事例に

山田耕生(共栄大)：スキー場周辺地域におけ
るルーラルツーリズムの展開

松井圭介(筑波大)：宗教ツーリズムの創造と
農村空間の商品化（商品化する日本の農村空
間に関する調査報告10）



開始時刻

〈地域政策〉

13:00 601

13:20 602

13:40 603

〔講師〕

荒木一視(山口大)

川田　力(岡山大)

14:00 西岡尚也(琉球大) 604

〔コメンテーター〕

儀間奏子(名護市立大北小) 〈文化〉

14:20 中村謙太(八重瀬町立東風平中) 605

14:40 606

〈沖縄・政治〉

15:00 607

15:20 608

15:40 609

16:00 501 610

16:20 502

16:40 503

17:00

第1日目　10月24日（土）　午後

第　5　会　場 第　6　会　場

地理教育公開講座 前田洋介(名古屋大・院)：ローカル・コミュ
ニティにおけるサードセクターの性質の変容
―武蔵野市における自主防犯パトロール隊を
事例に

久木元美琴(東京大・院，学振特別研究員)：
非共働き世帯に対する地域子育て支援の供給
と地域的背景―三鷹市および高松市の比較か
ら

市田 圭(名古屋大・院)：愛知県常滑市の近代
産業景観にみられる色彩の継承と地域におけ
る意味の変化

地理教育，
はじめの一歩はどうするの？

日本地理学会地理教育公開講座委員会

開始時刻　13:30

終了時刻　15:30 中島弘二(金沢大)：抵抗の場としての自然―
名護市辺野古の海上基地建設反対運動をめ
ぐって

原口 剛(神戸大，学振特別研究員)：都市日雇
労働運動の動態に関する地理学的研究―空間
的回避／固定化・スケール・場所

〈海外研究〉

任 海(日本大・院)：上海市里弄（リロン）住
宅地域の再開発に伴う人口分散と都市拡大―
静安区大中里を例として

遠藤 尚*(統計情報研究開発センター)・

LAKSONO Anang( 東京国際大・院)ほか：イ
ンドネシアにおける世帯消費支出構成の特徴

小島泰雄(神戸外大)：岸田吟香・矢津昌永・
米倉二郎の中国地誌

石井久生(共立女子大)：バスク自治州におけ
る地名変更にみるバスクの再領域化

山﨑孝史(大阪市大)：基地の街コザにおける
場所の歴史的表象―開発資源としての米軍駐
留の「再評価」

和田英子(首都大・院)：メディア景観と来訪
者像から見た場所イメージの形成―東京都渋
谷駅周辺を事例として

川村真也*(北海道大・院)・橋本雄一(北海道

大)：室蘭市における高齢者の生活環境分析

松本久美( 明治大・院)：地区計画の策定過程
における住民参加―神田淡路町周辺地区地区
計画を事例に



開始時刻

〈歴史〉

701 13:00

702 13:20

703 13:40

704 14:00

705 14:20

〈ツーリズム・都市〉

706 14:40

707 15:00

708 15:20

709 15:40

710 16:00

711 16:20

16:40

17:00

第1日目　10月24日（土）　午後

第　7　会　場

曽我とも子(岡山大・院)：神戸福原における
安徳天皇新内裏の考察―陰陽五行思想からの
分析

本多健一(立命館大・院)：中近世移行期にお
ける京都西陣道路網の変遷

山下昭洋(南榮技術學院)：日本台湾統治草創
期の台北における内地人居住地の形成過程

高田明典*・小林政能(日本地図センター)：米
国国立公文書館所蔵の旧日本軍偵察撮影の空
中写真

山元貴継*(中部大)・浦山隆一(富山国際大)ほ
か：石垣市・旧四箇村における「抱護林」の
現状

有馬貴之(首都大・院，学振特別研究員)：エ
コツーリズムは可能なのか？―オーストラリ
ア，フレーザー島におけるツーリズムの諸形
態

田中絵里子*(日本大)・森田 圭(日本地図セン

ター)ほか：富士登山の観光化の変遷と問題点

北田晃司(中京大・非)：日本の地方における
観光の国際化―鹿児島県を例に

横山秀司(九州産業大)：ドイツにおけるジオ
ツーリズムの展開とわが国におけるその可能
性

Carolin FUNCK ( 広島大)：マス・ツーリズム
型観光地の再構築―飛騨高山の事例から

遠藤幸子(川村学園女子大)：政府の政策をめ
ぐるハンブルクとブレーメンの対応とその意
味



開始時刻

9:00

〈気候〉

9:20 212

9:40 213

目代邦康(自然保護助成基金)

〔座長〕松本 淳(首都大)

10:00 S201 9:10～9:30 214

S202 9:30〜9:50

10:20 215

S203 9:50〜10:10

10:40 216

〔休憩〕10:10～10:20

〔座長〕目代邦康(自然保護助成基金)

11:00 S204 10:20～10:40 217

S205 10:40～11:00 〈災害〉

11:20 218

S206 11:00～11:20

11:40 219

〔総合討論〕11:20〜12:00

12:00

第2日目　10月25日（日）　午前

岩田修二(立教大)：ジオパークと大地の遺産
百選

大久保さゆり*(首都大・院)・高橋日出男(首都

大)：常時監視データによる国内のSPM濃度の
長期および年々変動

渡来 靖(立正大)：2009年2月20日に関東平野
内陸域で見られた急激な気温上昇現象の事例
解析

秋本祐子*(筑波大・院)・日下博幸(筑波大)：
土地利用データと大気データの変更が領域気
象モデルWRFに与えるインパクト

〔趣旨説明〕 9:00～9:10

第　1　会　場

シンポジウム Ⅱ　（公開）

第　2　会　場

ジオパークと大地の遺産百選

日本地理学会ジオパーク対応委員会

開始時刻　9:00

昼　休　み

終了時刻　12:00

茗荷 傑(東工大・院)：浅間山麓六里ヶ原周辺

の土地機能回復過程に関する考察II

西森基貴*・桑形恒男(農環研)ほか：気象観測
点周辺における土地利用とその変化を考慮し
た近年の日本各地域における気温変化傾向

渡辺真人(産総研)：世界ジオパークネット
ワークと日本のジオパーク

宮本真二*(琵琶湖博物館)・内田晴夫(農研機構

近中四農研センター)ほか：バングラデシュ中
央部，ジャムナ川中流域における地形環境変
遷と屋敷地の形成過程

堀 信行(奈良大)：日本のサンゴ礁の地形特性
―寸詰まり効果と風景美

中井達郎(国士舘大・非)：沖縄の自然保護と
ジオパーク

尾方隆幸(琉球大)：琉球列島におけるジオ
パークの可能性

河本大地(神戸夙川学院大)：ジオツーリズム
で拓く地域づくりの未来

榊原保志 (信州大)：亜熱帯気候の都市ヒート
アイランドの動態―那覇市の場合

日下博幸*(筑波大)・縄田恵子(筑波大・院)ほ
か：アンサンブル局地気候シミュレーション
手法を用いた降水に対する都市の影響評価



開始時刻

9:00

〈災害・水文〉 〈海外研究〉

313 414 9:20

314 415 9:40

315 416 10:00

316 417 10:20

〈農業〉

317 418 10:40

318 419 11:00

319 420 11:20

320 421 11:40

12:00

第　4　会　場

第2日目　10月25日（日）　午前

谷端 郷 (立命館大・院)：GISを用いた神戸市

における1938年阪神大水害の被害要因分析

丸山浩明 (立教大)：ブラジル・パンタナール
における熱帯湿原の持続的開発と環境保全
( 18)―ボッカの周年開放がもたらした自然・
経済・社会的諸問題

第　3　会　場

齋藤 仁*(首都大・院，学振特別研究員)・中

山大地(首都大)ほか：日本における斜面崩壊
の発生と雨量強度―降水継続時間との関係

伊藤千尋 (京都大・院)：現代アフリカ農民の
脆弱性にみる内発性と変動性―ザンビア南部
州を事例に

米山亜里沙*(法政大・学)・小寺浩二(法政大)

ほか：石垣島の陸水の水質変動特性に関する
一考察

横山 智 (名古屋大)：タイ北部における対日輸
出農産物の契約栽培の構造（農産物をめぐる
グローバル化とローカル化3）

室岡瑞恵*・桒原康裕(道立網走水産試験場)ほ
か：アムール川中流域における洪水の数値解
析による湿地の遊水地機能評価

荒木一視 (山口大)：産地の卸売市場における
輸入青果物の影響（農産物をめぐるグローバ
ル化とローカル化1）

西﨑弘人*(法政大・学)・小寺浩二(法政大)ほ
か：神奈川県における湧水の水質特性と水温
変動について

川久保篤志 (島根大)：1980年代後半以降にお
ける日系企業の直接投資と豪州の牛肉生産の
変化（農産物をめぐるグローバル化とローカ
ル化2）

松山 洋*・泉 岳樹(首都大)：SRM

(Snowmelt Runoff Model) を用いた融雪－流
出解析―新潟県魚野川上流域を事例に

矢ケ﨑典隆*(東京学芸大)・深瀬浩三(東京学
芸大・院)：ロサンゼルス大都市圏ガーデナ・
トーランス地域における都市化と日系農業

飯田貞夫*(茨城キリスト教大)・江口 旻(松蔭

大)ほか：那珂川中流域における支流の水質特
性

原 祐二*(和歌山大)・平松あい(東京大)ほか:タ
イ王国バンコク首都圏都市農村混在地域にお
ける土地利用および有機性資源循環利用に関
する研究

昼　休　み

高柳長直*(東京農業大)・宮地忠幸(国士舘大)

ほか：地理的表示制度による北イタリアにお
ける野菜産地形成（農産物をめぐるグローバ
ル化とローカル化4）

小寺浩二*(法政大)・都筑俊樹(法政大・学)：
猪苗代湖および集水域の水環境に関する地理
学的研究(1)―水質の長期変動と2009年暖候
期の現地観測結果から



開始時刻

〈GIS・経済〉 〈海外研究（農業・農村）〉

9:00 504 611

9:20 505 612

9:40 506 613

10:00 507 614

10:20 508 615

10:40 509 616

11:00 510 617

11:20 511 618

11:40 512 619

12:00

第2日目　10月25日（日）　午前

池 俊介*(早稲田大)・白坂 蕃(帝京大)ほか：
拉市海周辺における乗馬観光の展開（中国雲
南省尐数民族地域の変容3）

柚洞一央 (北海道大・院)：なぜミツバチ不足
は生じたのか？―養蜂業におけるなわばり問
題からの考察

和田 崇 (徳山大，広島大・院)：ジオサイバー
スペースの空間構造―地域のコミュニケー
ションの視点から

第　6　会　場

貞広幸雄 (東京大)：異種点分布群間の空間関
係の記述と分析

増山 篤 (弘前大)：空間的連坦かつ最大限均質
な部分地域への地域区分となるための必要条
件

第　5　会　場

杜 国慶* (立教大)・張 貴民(愛媛大)ほか：統
計データから見る雲南省の社会経済的変化
（中国雲南省尐数民族地域の変容2）

池谷和信 (民族学博物館)：湿潤熱帯アジアに
おける家畜飼育の地域性―バングラデシュの
ブタの事例

増野高司 (民族学博物館・外来研究員)：タイ

北部の山村における焼畑の衰退過程（1980-

2005年）―世帯レベルでの構成員数，耕作地
面積，占有地面積の変化に着目して

渡辺和之 (立命館大・非)：ネパール東部山地

における放牧地利用の変化（1960-2006年）

張 貴民*(愛媛大)・白坂 蕃(帝京大)ほか：尐
数民族の分布特徴と共生のメカニズム（中国
雲南省尐数民族地域の変容1）

関根良平*(東北大)・蘇徳斯琴(内蒙古大)ほ
か：中国内蒙古・フフホト市周辺における酪
農の展開と地域性

與倉 豊 (東京大，学振特別研究員)：グローバ
ルな技術移転と企業間ネットワークの進化

豊田 賢 (駒澤大・院)：地方鉄道の経営移管に
伴う沿線住民の意識と移動行動の変化―ひた
ちなか海浜鉄道を事例に

山本健太 (東京大，学振特別研究員)：プラモ

デル製造企業の分業関係と立地―A社静岡工
場を事例として

山本健兒 (九州大)：衰退都市地区における商
店街の変容とローカル経済―ドイツ，デュー
スブルク市マルクスロー地区の事例

高阪宏行 (日本大)：タウンページデータベー
スを利用した店舗街・商店群の抽出と商業機
能の分析―東京都の場合

昼　休　み

白坂 蕃*(帝京大)・張 貴民(愛媛大)ほか：西
双版納の基諾族にみる生業の変容（中国雲南
省尐数民族地域の変容 4）

中村 努 (東京大・学術研究員)：医薬品卸売業
のビジネスモデルと空間的展開―日米比較研
究



開始時刻

〈都市・交通〉

712 9:00

713 9:20

714 9:40

715 10:00

716 10:20

717 10:40

〈人口ほか〉

718 11:00

719 11:20

720 11:40

12:00

昼　休　み

第2日目　10月25日（日）　午前

坂戸宏太 (慶應大・院)：日本の圏域構造の変

動分析（1980年～2000年）

山内昌和*(社会保障・人口問題研究所)・江崎

雄治(専修大)ほか：沖縄県の高出生率の要因
―沖縄県南部地域の調査をもとに

岩船昌起 (志學館大)：AEDの運搬距離と応答
者の走力との関係―一次救命処置におけるレ
スポンスタイムと走行環境に関わる評価

第　7　会　場

北島晴美*(信州大)・太田節子(信州医療福祉専

門学校)：都道府県別心疾患・脳血管疾患死亡
数の季節変化

山下博樹 (鳥取大)：乾燥地における都市開発
の動向と課題に関する予察的研究

塩﨑大輔*(北海道大・院)・氷見山幸夫(北海道

教育大)：わが国の都市開発の動向―1980～

2005年度

福本 拓* (大阪市大)・熊谷美香(大阪市大・
院)：大阪市における集合住宅の建設による居
住地域構造の変化―民間・公的セクター別に
みた分析

久保倫子*・小野澤泰子(筑波大・院，学振特

別研究員)ほか：成田ニュータウンにおける居
住特性からみた郊外住宅地の持続可能性

香川貴志 (京都教育大)：バンクーバー市ウェ
ストブロードウェイにおける住居機能の拡充
と商業地の変化



開始時刻

尾方隆幸(琉球大) S601

〔座長〕目代邦康(自然保護助成基金)

S301 13:10～13:30

S602

S302 13:30～13:50

S303 13:50～14:10 S603

S604

〔質疑〕14:10～14:20

〔休憩〕14:20～14:30

S605

〔座長〕尾方隆幸(琉球大)

S304 14:30～14:50

S606

S305 14:50～15:10

S306 15:10～15:30 S607

〔質疑〕15:30～15:50 S608

〔休憩〕15:50～16:00

〔座長〕小野有五(北海道大)

〔コメント〕16:00～16:20 S609

河名俊男(元琉球大)・目崎茂和(南山大)

〔総合討論〕16:20～17:00

終了時刻　17:00

〔Chair 〕 Shigeko HARUYAMA

シンポジウム Ⅲ（公開）

琉球列島における地元主導の
ツーリズムと自然保護との共生

開始時刻　13:00

〔オーガナイザー〕尾方隆幸(琉球大)・目代邦康(自然

保護助成基金)・小野有五(北海道大)

IGU-Commission on Hazard and Risk

〔Organizer 〕Shigeko HARUYAMA(Mie Univ.)

Opening　13:00

第2日目　10月25日（日）　午後

〔趣旨説明〕13:00～13:10

〔Key Note〕13:10-13:30

Yoshitani, J. (ICHARM, Public Works

Research Institute): Requirements for

technology transfer for resolving water

problems and ICHARMS's challenges

〔Main 〕13:30～15:40

尾方隆幸(琉球大)：ジオツーリズムにおける
自然地理教育の役割

高橋 巧(おきなわワールド)：沖縄島南部の石
灰岩地域におけるガイドツアーの実践

〔Introduction 〕13:00-13:10

Mitigation of the water related

disasters in a tropical river basin

第　1　会　場

Haruyama, S. (Mie Univ.): Hazard and risk

in the tropical river

Closing 16:20

〔Comment〕15:40-16:00

〔Discussion〕16:00-16:20

シンポジウム Ⅵ（公開）

第　2　会　場

Morishima, W. (Nihon Univ.): Recent

climate variation and its impact on the

water hazard in Tropical Monsoon Asia

目代邦康(自然保護助成基金)：沖縄における
自然保護活動の現状

藤田祐樹*・山崎真治(沖縄県立博物館・美術

館)：人類学・考古学からみた沖縄のジオツー
リズムの可能性

大島順子(琉球大)：沖縄におけるジオツーリ
ズム推進の可能性

Uchida, K. (Okayama Univ.): Comment on

problems to decrease disasters in the basins

of tropical rivers

Osti, R*., Kuribayashi, D. and Tanaka, S.

(ICHARM, Public Works Research

Institute): Flood hazard mapping and

related problems in South East Asian

Countries

Koarai, M. (Geographical Survey Institute):

Application of high technologies for disaster

prevention

Sato, T. (Tokiwa Univ.): Prepare flood

disasters with local communities: Lessons

from Japanese experience

小野有五(北海道大)：琉球列島のエコツーリ
ズム―先住民族エコツーリズムの視点から

Tanavud, C. (Prince of Songkla Univ.):

Flood hazard management in southern

Thailand

Yokoi, S. (CCSR, Univ. of Tokyo): Torrential

rainfall in Myanmar and associated

atmospheric disturbances



開始時刻

〔趣旨説明〕13:00～13:10 〔趣旨説明〕13:00～13:05

堀 信行(奈良大) 池口明子(横浜国大)

〔座長〕渡久地 健(沖縄協会) 〔座長〕松本博之(奈良女子大)

S701 13:10～13:30 S401 13:05～13:20

S702 13:30～13:50 S402 13:23～13:38

〔コメント1〕13:50～14:00 S403 13:41～13:56

（ダイビングインストラクター1名）

〔コメント2〕14:00～14:10

（フリーライター1名）

〔質疑〕14:10～14:20 〔座長〕田和正孝(関西学院大）

〔休憩〕14:20～14:30 S404 13:59～14:17

〔座長〕長谷川 均(国士舘大)

S703 14:30～14:50 S405 14:20～14:35

S704 14:50～15:10

S406 14:38～14:53

S705 15:10～15:30

〔休憩〕14:56～15:05

〔コメント〕15:30～15:40

水産生物学、沖縄民俗学関係者1名 〔座長〕野中健一(立教大)

〔質疑〕15:40～15:50 〔コメント〕15:05～15:40

〔休憩〕15:50～16:00 江上幹幸(沖縄国際大)

〔総合討論〕16:00～16:50

〔座長〕中井達郎(国士舘大・非) 〔総合討論〕15:40～16:10

〔まとめ・閉会〕16:50～17:00

堀 信行(奈良大)

目崎茂和(南山大)：絵図・海図からみたサン
ゴ礁

渡久地 健(琉球大・非)：漁民の語るサンゴ礁
の海

終了時刻　16:10

橋村 修(民族学博物館・外来研究員)：沖縄に
おける回游魚シイラと人との関わり―環太平
洋域における「聖なる魚」「雑魚」「高級
魚」としての利用を比較

開始時刻　13:00 開始時刻　13:00

〔オーガナイザー〕堀 信行(奈良大)・渡久地 健(沖
縄協会)・中井達郎(国士舘大・非)・長谷川 均(国士
舘大)

海とヒトの地理学
変動する自然・社会と漁業文化の現在

第2日目　10月25日（日）　午後

中井達郎(国士舘大・非)：「あそび」場とし
てのサンゴ礁

日本地理学会ネイチャー・アンド・ソサエティ
研究グループ

長谷川 均(国士舘大)：陸が変われば海も変わ
る―開発行為に伴うサンゴ礁浅海域の変化

池口明子(横浜国大)：ベトナム・メコンデル
タのハマグリ生産からみるアジアの干潟

田和正孝(関西学院大)：伝統漁法石干見の保
存と活用

李 善愛(宮崎公立大)：韓国のワカメ漁場利用
慣行の多様性

朋部亜由未(名古屋大・院)：ニシン漁の盛衰
と漁民の活動

サンゴ礁をめぐる自然と人間の関係誌

終了時刻　17:00

上原政幸(沖縄地域ネットワーク社『いゆま
ち』発行者)

シンポジウム Ⅶ（公開） シンポジウム Ⅳ（公開）

第　3　会　場 第　4　会　場

堀 信行(奈良大)：サンゴ礁と「ゆりむん(寄り
物）」の思想

松本博之(奈良女子大)：オーストラリア、ト
レス海峡諸島民のジュゴン猟



開始時刻

須山 聡(駒澤大)

〔座長〕堂前亮平(久留米大)

S501 13:05～13:30

S502 13:30～13:55

〔休憩〕14:56～15:0513:55～14:00

〔座長〕平岡昭利(下関市大)

S503 14:00～14:25

S504 14:25～14:50

S505 14:50～15:15

〔休憩〕15:15～15:20

〔コメント〕15:20～15:40

中俣　均(法政大)

三木剛志(日本離島センター)

〔総合討論〕15:40～16:30

〔座長〕

第　5　会　場

琉球弧に吹く新しい風と
持続可能な社会への模索

シンポジウム V（公開）

開始時刻　13:00

宮内久光*(琉球大)・平井 誠(神奈川大)：奄
美・沖縄離島における人口変化と高齢化

助重雄久(富山国際大)：宮古島における小規
模宿泊施設の急増と多様化

〔趣旨説明〕 13:00～13:05

日本地理学会離島地域研究グループ

第2日目　10月25日（日）　午後

鄭 美愛(神奈川大・非)：奄美大島宇検村芦検

出身者のUターン移動の特徴と発生要因

堀本雅章(法政大)：沖縄県竹富町鳩間島にお
ける学校の役割と住民意識

須山 聡(駒澤大)：同郷者団体と母村の空間的
関係―奄美大島，名瀬の郷友会の事例

終了時刻　16:30

平岡昭利(下関市大)・須山 聡(駒澤大)・宮内

久光(琉球大)



P801 P811

P802 P812

P803 P813

P804 P814

P805 P815

P806 P816

P807 P817

P808 P818

P809 P819

P810 P820

P821

浦谷 拓(九州大・院)：屋久島における耕作放
棄地と農地の管理

小金澤孝昭(宮城教育大)：生態系サービスを
活用した水稲生産―宮城県北部を事例にして

林 紀代美(金沢大)：2000年代の水産物購入
構成にみられる都市間の差に関する予察

手代木功基*(京都大・院，学振特別研究員)・

斎藤 仁(首都大・院，学振特別研究員)：ナミ
ビア半乾燥地域におけるヤギの日帰り放牧の
季節による差異とその要因―GPS首輪を用い
た長期間の放牧データより

野中健一*(立教大)・柳原 望(漫画家)：住民
参加を促す地理イラストによる地域情報地図
作成―猿害対策マップを事例に

加藤政洋(立命館大)：戦後那覇の都市計画と
「場所の政治」―〈辻町〉の再興をめぐって

加藤幸治*(国士舘大)・鍬塚賢太郎(琉球大)：
市区町村別データからみた日本における職業
別就業者の地域的展開

江口誠一*(千葉中央博)・岡田直紀(京都大)ほ
か：タイ東北部サケラートにおける熱帯季節
林下の植物珪酸体化石群

朴 恵淑・宮岡邦任*(三重大)ほか：韓国国家

産業団地における大気-水文環境(1)

池尻知也*(奈良教育大・院)・岩本廣美(奈良
教育大)：小学校授業における重要伝統的建
造物群保存地区の取り扱い

栗島英明*(芝浦工大)・高橋和也(芝浦工大・

学)：簡易な情報提供を行った場合の廃棄物
処理施設の立地に対する意識変化の測定

天野宏司(駿河台大)：ロケ誘致による観光資
源開発と持続的利用―世界の中心で，愛をさ
けび続けられるか？

中井達郎*(国士舘大・非)・柴田 剛（エアロ
フォトセンター)ほか：南西諸島生物多様性
優先保全地域(BPA）におけるサンゴ礁浅海

域での自然地理的ユニット(PGU)の応用

川浪朊恵(九州大・院)：旅行者の観点から見
た小笠原諸島におけるエコツーリズムの特徴

佐藤廉也*(九州大)・縄田浩志(地球研)ほか：
退耕還林政策に伴う中国・黄土高原の土地利
用変化と農村経済―陝西省安塞県の事例

増野高司(民族学博物館・外来研究員)：沖縄
島における森林利用の変遷の解明に向けて

山神達也(立命館大)：都道府県人口の変化と
自然増加・社会増加との関係

第　8　会　場

第1・2日目　10月24・25日（土・日）

ポスター発表は，10月24日（土）13時～17時30分までと10月25日（日）9時～13時まで，第8会場と第9

会場で行います．発表者による説明は，10月24日（土）17時～17時30分もしくは10月25日（日）12時～

12時30分の間に行われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

村中亮夫*(立命館大)・谷端 郷(立命館大・

院)ほか：住民参加型の安全安心マップ作成
に対する参加の規定要因―京都府亀岡市にお
けるセーフコミュニティ活動の事例分析

香川雄一*・片岡祥子(滋賀県大)：甲賀市にお
ける生ごみ堆肥化事業に見る普及／阻害要因
と地域社会特性

青木賢人*・林 紀代美(金沢大)：津波防災情
報の発信・認知・理解―行政による情報発信
と地域住民による情報共有

祖田亮次(大阪市大)・柚洞一央*(北海道大・

院)：マレーシア・サラワク州における河川
災害
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森田純平*(首都大・院)・松本 淳(首都大)ほ
か：バングラデシュにおけるモンスーン終了
期の降水特性

鶴島大樹*(東北大・院)・境田清隆(東北大)ほ

か：LLSにより観測された首都圏周辺におけ
る落雷頻度分布

田上善夫(富山大)：北陸における局地的昇温
の季節的差異について

渡邉穣次*(首都大・院)・松本 淳(首都大)ほ
か：インドシナ半島における冬季モンスーン
時の降水の季節進行

滝島啓介*(首都大・院)・大山修一(首都大)ほ
か：富士山北西斜面の雪崩跡地周縁部におけ
るミネヤナギの定着様式と樹木限界の動態

内山真悟*(首都大・院)・高橋日出男(首都大)

ほか：TRMM を用いたアフリカ大陸における
雷活動の季節変化

Michael GROSSMAN ( 南イリノイ大)・財城

真寿美*(成蹊大)ほか：古文書天候記録による

19世紀の日本に上陸・接近した台風の復元―
復元精度の検証

澤田律子*(法政大・学)・小寺浩二(法政大)：
房総半島諸河川の河川特性

寺園淳子(国際農研)：日本とオランダにおけ
る地下水，湧水の水質の比較研究

伊藤有加*(同志社大・院)・増田富士雄(同志

社大)：京都，木津川下流域での地形と表層
地質から解析した湖沼デルタから河川環境へ
の変遷

谷口圭輔*(同志社大，学術特別研究員)・遠藤

徳孝(金沢大)ほか：サハラ砂漠西部における
季節風の相対強度―砂丘形態に基づく推定

木口雅司*(東京大)・SHEN Yanjun( 中国科学

院)ほか：バングラデシュにおける高水スト
レス人口の将来予測

松本真弓*(三重大・院)・春山成子(三重大)：
地形分類図による水害評価―雲出川下流の場
合

第　9　会　場

第1・2日目　10月24・25日（土・日）

ポスター発表は，10月24日（土）13時～17時30分までと10月25日（日）9時～13時まで，第8会場と第9

会場で行います．発表者による説明は，10月24日（土）17時～17時30分もしくは10月25日（日）12時～

12時30分の間に行われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

中村洋介*・田村俊和(立正大)ほか：副次断層
の調査に基づく深谷断層の活動性評価

曽根敏雄*(北海道大)・瀬戸真之(立正大)ほ
か：ソリフラクションメーターの試作と表面
礫移動観測

藤田 剛*(横浜国大・院)・吉田圭一郎(横浜国
大)：関東山地における登山道の侵食パター
ンとその形成要因

松本秀明*(東北学院大)・加藤温子(大和冷機

工業)：仙台平野の海浜における砂浜侵食の

実態と将来予測，1978-2008

平野淳平*(首都大・特任研究員)・松本 淳(首

都大)：日本における20世紀前半以降の冬の
長さの長期変動

都筑俊樹*(法政大・学)・小寺浩二(法政大)：
河川流域の水環境データベースに関する地理
学的研究―利根川を事例に

森本洋一*(法政大・学)・小寺浩二(法政大)ほ
か：河川流域の水環境データベースに関する
地理学的研究―信濃川流域を事例に
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小俣雅志*(アイ・エヌ・エー)・市川清士(駒

澤大)ほか：宮古島沿岸部の地形学的検討と
宮古島断層帯の活動性の検討

河名俊男*(元琉球大)・安谷屋 昭(宮古島市博

物館)ほか：宮古島における歴史地震と遺跡
で確認された津波堆積物

黒木貴一*(福岡教育大)・磯 望(西南学院大)

ほか：デジタルカメラによる雲仙の火砕流堆
積地の侵食量評価

第　9　会　場

河角龍典(立命館大)：琉球王国那覇の地形景

観復原のためのGISデータ構築

島津 弘*(立正大)・笠間 希(マルエー)ほか：
沖縄県宮古島の海岸に分布する巨大岩塊の特
徴と生産プロセス

第1・2日目　10月24・25日（土・日）

ポスター発表は，10月24日（土）13時～17時30分までと10月25日（日）9時～13時まで，第8会場と第9

会場で行います．発表者による説明は，10月24日（土）17時～17時30分もしくは10月25日（日）12時～

12時30分の間に行われますので，多くの会員の参加を希望します．

ポスター発表

越後智雄*(地域地盤環境研究所)・郡谷順英

(アイ・エヌ・エー)ほか：宮古島周辺沿岸域
における海上マルチチャンネル音波探査結果

市川清士*(駒澤大)・岩崎孝明(アイエーエス

地質調査)ほか：宮古島断層帯に関わる海域
および陸域の地形地質学的検討


